
アミノ酸などの栄養素によって、人間や動物
の体の機能を調節する研究をしています。アミ
ノ酸は体を構成するタンパク質の材料であると
同時に体の機能を調節する機能ももっています。
この生体調節機能のメカニズムをラット、ウマ、
鶏などの動物を使った実験によって解明するこ
とがこの研究室のテーマです。こうした基礎研
究と並行して、栄養素の機能を医療や食品分野、
畜産分野へ応用利用する研究も進めています。
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栄養制御学研究室には、菅原邦生教授、佐藤祐介助
教、そして吉澤の３人の教員が所属し、共通する研究
テーマは、アミノ酸の生体調節機能のメカニズムの解
明です。
菅原教授は、鶏における栄養素による摂食の変動に、

脳（中枢神経）が、いかに関与しているかを研究して
います。研究成果は、ブロイラーの成長速度制御や繁
殖用鶏の体重管理技術の改善などに貢献しています。
佐藤助教は、栄養素が筋肉の大きさや性質を調節す

るメカニズムを研究しています。筋肉のサイズやタイ
プの調整メカニズムを解明し操作することができれば、
産肉量の増加や、霜降り、赤身など味わいの異なる肉
を自在に作り出すことが可能になります。
私は、アミノ酸の機能を医療、食品分野へ応用利用

する研究を進めています。医療分野では例えば、筋肉
タンパク質の合成や分解を調節する働きを応用して、
老人性筋萎縮症を予防することや栄養点滴などに応用
する研究をしています。食品分野では、筋疲労や筋痛
を予防する機能をもつサプリメントや飲料などへの応
用です。
学生は教員の研究テーマの中から、興味のある研究

テーマを選び、研究室としての大きな研究課題の解決
のために、教員と一緒に日々研究に励んでいます。
食物の中には体の機能を調節する栄養成分が含まれ

ています。その調節メカニズムを解明でき
れば、有効な栄養素を効果的に摂ることで、
病気の予防・治療につなげることができま
す。「医食同源」という言葉があるように、
食べ物と医療は密接な関係にあり、私たち
の研究は、「食」と「医」の間をつなぐ基
礎医学の分野の研究でもあるのです。

生物生産科学科栄養制御学研究室
教授　吉澤史昭

● 教員から

国際人権法は、NGO活動においても盛んに使われ
ています。例えば、アムネスティ・インターナショナ
ルのような国際的な人権団体は国際人権法を根拠に、
各国政府に人権保障・救済を要求します。こうした活
動が、国際的な世論を形成していくのです。
国連の人権機関には、NGOなど市民社会が参加で

きるシステムができあがっています。国際人権法を根
拠に日本国内の人権状況について情報提供、問題提起
し、それに対して国連の人権機関が審査し、提起され
た問題を解決・改善する勧告を出すのです。
例えば、2001年に、国連の社会権規約委員会が「原

子力発電施設の安全性に関わる問題について透明性を
向上させ、かつ関係住民に対してあらゆる必要な情報
をいっそう公開すること。さらに、原子力事故の防止
および事故に対する早期対応のための計画の作成を促
進するよう促す」とする勧告を出しました。
これは、東海村の原子力事故で被ばくした作業員が

死亡したことについて、日本のNGOが社会権規約の
「健康に対する権利」に基づいて問題提起したことに

国際人権法とは、国連などによってつくられた人権に関する
条約や宣言、それを実施するための国際的および国内的な制度
や手続きの体系をいいます。
今日、人権問題は国内にとどまらず国際関係の重要なテーマ

で、その際、国際人権法をふまえて議論することは不可欠です。
日本も国際人権法の影響を否応なく受けており、人権条約の締
結、国連機関による人権問題の指摘や勧告、国内裁判所による
人権条約の適用などを通じて、日本社会における人権のあり方
を変える契機になっています。本授業では、実践的に活用され
る国際人権法の基本的な知識と理論の全体像を学びます。
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普通に暮らしているなかでは、国際人権法とはどう
いうものなのか、実感しにくいのですが、授業を通し
て、実は、私たちにとって身近なものであるというこ
とがわかってきます。特に気にすることもなく見過ご
していたニュースの中に、人権の問題と決して無関係
ではないものがあることに気づかされ、メディアが伝
える情報の背景を考えられるようになりました。

国際社会学科３年　松尾理穂

国際人権法の発展の歴史を追っていくことで、その
当時の人々の考え方や営みなどが見えてきます。そこ
から、この法律が生まれた背景を考えることがおもし
ろいですね。今井先生の演習も履修していますが、授
業では基礎的なことを学び、演習では各自がテーマを
決め、深く掘り下げていきます。私は、アフリカを例
に、女性の人権について研究しています。

国際社会学科３年　川島正恵

高校生のときにダイエットで食事を制限し、体重は
減少したものの体調不良になる経験をしました。食べ
物はすごく大事だと気づき、「食」に興味を持ちまし
た。アミノ酸が血糖値のコントロールに有効であると
か、栄養素の機能を知ることは楽しい。その機能を生
かすことができたらという期待感を自分自身感じます
し、医療への応用を考えると研究にやりがいがありま
す。ゼミでは他の人の研究や最新の情報に接すること
ができるので、とても勉強になります。

農学研究科生物生産科学専攻修士課程２年
高橋麻奈美

もともと生命の働きを分子レベルで研究する分子生
物学に興味があり、分子生物学の手法を用いて生体調
節のメカニズムを解析する栄養制御学研究室に進みま
した。ふだん口にしている栄養素にはいろいろな機能
がありますが、まだまだわかっていない部分がたくさ
んあります。そこを一つひとつ掘り下げていって、そ
の機能のメカニズムを自分で発見していく楽しみがあ
ります。将来の仕事に生かせるよう、知識と実験スキ
ルをしっかり身につけたいと思います。

東京農工大学大学院連合農学研究科博士課程１年
小池慎一郎

対する勧告です。福島原発の問題にあてはまるような
勧告がすでに10年前に出ていたのです。
国連への情報提供、問題提起の手続きは比較的簡単

で、学生にもできます。授業では、
こうした具体的な手続き方法も学
びます。国際学部には、国際的な
場面で活躍することを希望する学
生が多いと思います。私は、人権
や平和の問題に関心を持ち、積極
的に外に発信できる若い人を育て
たいとの思いで国際人権法を教え
てきました。
昨年起きた「アラブの春」では、

世界中の若者が民主化や格差是正
を要求し立ち上がりました。ネッ
ト上でモノ言う権利も、平和的な
手段で集会を開く権利も、国際人
権法を根拠に主張したのです。

国際社会学科教授　今井　直
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